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日 時 令和３年７月９日（金） 
授 業 見 学  13:30～14:00 

運営協議会  14:10～15:30 

 

 

高知県立山田特別支援学校 
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次   第 

 
   

（１） 学校長あいさつ 

（２） 自己紹介 

（３） 学校運営協議会設置について 

（４） 役員（会長及び副会長）の選出について 

（５） 令和３年度の学校概要及び学校経営について 

（６） 意見交換 

（７） その他 
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学校運営協議会設置要綱 
 

高知県立山田特別支援学校 

 

（設置及び目的） 

第１条 高知県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第２条第１項及び第２項に基づ 

き、本校に「高知県立山田特別支援学校運営協議会」（以下「協議会」という。）を置く。 

 

（基本的な方針の承認等） 

第２条 協議会は規則第８条第２項に基づき、学校運営に関する基本的な方針（以下「基本的な方針」と 

いう。）について協議し、校長は基本的な方針について、当該年度の前年度に協議会の承認を得なけれ 

ばならない。 

 ２ 第１項にかかわる基本的な方針は、規則第８条に基づき、次に掲げる事項とする。 

 （１）教育目標に関すること 

 （２）学校の経営計画に関すること 

 （３）学校組織の編成に関すること 

 （４）学校予算の編成及び執行に関すること 

 （５）前各号に掲げるもののほか、校長が必要あると認める事項に関すること 

 

（組織） 

第３条 協議会の委員（以下「委員」という。）は、１０名とする。委員は次の各号に掲げる者の中から構成 

する。 

 （１）地域住民 

 （２）保護者 

 （３）学校の運営に資する活動を行う者 

 （４）学校関係者 

 （５）学識経験を有する者 

 （６）前各号に掲げるものの他、教育委員会が適当と認める者 

 ２ 委員については、別表に掲げる者とする。 

 ３ 委員に欠員が生じたときは、新たに委員を任命することができる。 

 ４ 委員は、地方公務員法第３条第３項に規定する非常勤の特別職とする。 

 

（委員の任期等） 

第４条 委員の任期は２年とし、再任は妨げない。 

 ２ 任期途中の委員の交代等に伴う補欠の欠員の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（委員の服務） 

第５条 委員は、次に掲げる行為をしてはならない。 

 （１）その職を退いた後も含めて職務上知り得た秘密をもらすこと 

 （２）協議会及び対象学校の運営に著しい支障をきたす言動を行うこと 

 （３）委員としての地位を営利行為、政治活動、宗教活動等に不当に利用すること 

 （４）前３号に掲げるものの他、委員としてふさわしくない行為を行うこと 
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（役員） 

第６条 協議会に会長及び副会長各１名を置き、委員の互選により定める。 

 ２ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

 ３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 ４ 学校は校長の任命する事務局長を置き、協議会の活動全般に関する実務を行う。 

 

（会議） 

第７条 会長は校長と協議のうえ、協議会の会議を招集する。 

 ２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開くことができない。 

 ３ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

 

（意見の聴取） 

第８条 協議会は教育委員会に対して意見を述べるときは、あらかじめ、校長の意見を聞くものとする。 

 

（協議会が意見を述べることができる事項） 

第９条 協議会は、学校運営に関する基本的な方針の実現に資する事項について、意見を述べることがで 

きる。 

 

（意見等の把握及び情報の提供） 

第１０条 協議会は、児童生徒及び保護者の意見、要望等を把握し、その運営に反映するよう努めるととも 

に、児童及び生徒については、必要に応じて意見を聴くものとする。 

２ 協議会は、保護者に対して、学校の運営及び必要な支援に関する協議の結果に関する情報を積極的 

に提供するよう努めるものとする。 

 

（教育委員会による指導及び助言等） 

第１１条 校長は必要に応じて、教育委員会に協議会の運営に関し、指導及び助言を求めることができる。 

 ２ 前項により指導及び助言を求める場合、校長は教育委員会に対して、情報提供及び説明を行い、協 

議会が適切な活動を行うことができるように努める。 

 

（委員の解任） 

第１２条 校長は辞任の申し出があった場合の他、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、教育 

委員会に承認を経て委員を解任することができる。 

 （１）第５条の規定に違反したとき 

 （２）病気等のためにその職務を遂行することができないとき 

 （３）前２号に掲げる場合の他、解任に相当する理由が認められるとき 

２ 校長は委員が前項各号のいずれかに該当すると認めたときは、直ちに教育委員会に報告するものと 

する。 

 

（雑則） 

第１３条 この要項に定める他、本会の運営について必要な事項は、協議会の協議で定める。 

 

 

附則  この要項は、令和元年７月１０日から施行する。 
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令和３・４年度 高知県立山田特別支援学校「学校運営協議会」 委員名簿 

 

№ 氏   名 所   属 区分 備考 

１ 西村
にしむら

 享子
た か こ

 赤十字奉仕団香美市地区奉仕団長 地域住民  

２ 城
しろ

 友
ゆ

季子
き こ

 高知県立山田特別支援学校 保護者  

３ 岩崎
いわさき

 佐
さ

恵
え

 高知県立山田特別支援学校 保護者  

４ 濵
はま

田
だ

 賢二
け ん じ

 障害者支援施設白ゆり施設長 
学校の運営に資する

活動を行う者 
 

５ 田上
た が み

 豊資
と よ し

 高知県中央東福祉保健所保健監 
学校の運営に資する

活動を行う者 
 

６ 徳弘
とくひろ

 博
ひろ

国
くに

 
香美市社会福祉協議会 

生活相談センター香美所長 
学校の運営に資する

活動を行う者 

 

７ 秋
あき

友
とも

 英
ひで

稔
とし

 土佐山田町手をつなぐ親の会会長 
学校の運営に資する

活動を行う者 

 

８ 白川
しらかわ

 景子
け い こ

 香美市教育長 学識経験を有する者 
 

９ 岡田
お か だ

 哲夫
て つ お

 高知県知的障害者育成会理事 学識経験を有する者 
 

10 川村
かわむら

 泰夫
や す お

 高知県立山田特別支援学校長 学校関係者 
 

※ 委員以外の参加者として、副校長、教頭、主幹教諭が協議会に同席し、委員の求めに応じて説明や意見等 
を述べることができるものとする。 

 

（参考） 

「高知県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」(平成１８年３月１５日教育委員会規則第６号)  

第３条第１項 協議会の委員は、10 名以内とし、次に掲げる者のうちから、高知県教育委員会が任命する。 

地域住民、保護者、対象学校の運営に資する活動を行う者、学校関係者、学識経験を有する者、前各号に揚 

げる者のほか、教育委員会が適当であると認める者 

第３条第５項  委員は、地方公務員法第３条第３項に規定する非常勤の特別職とする。 

第４条  委員の任期は、２年とする。 

第５条  委員は、次に掲げる行為をしてはならない。 

(1) その職を退いた後も含めて職務上知り得た秘密を漏らすこと。 

(2) 協議会及び対象学校の運営に著しい支障をきたす言動を行うこと。 

(3) 委員としての地位を営利行為、政治活動、宗教活動等に不当に利用すること。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、委員としてふさわしくない行為を行うこと。 

 



- 5 - 

 

◎ 役員（会長及び副会長）の選出について 

会 長                                  

副会長                                   

 

◎ 令和３年度の学校概要及び学校経営について 

  

１ 学校概要 

（１）令和３年度児童生徒数（令和３年５月１日現在） 

性別 
学部 

男子 女子 計 備     考 

小学部 ２３ １４ ３７ 重複３名（肢２名、病１名） 

中学部 ２４ ５ ２９ 重複８名（視１名、聴２名、肢３名、病２名） 

高等部 ５６ ３４ ９０ 重複６名（肢４名、病２名） 

計 １０３ ５３ １５６ 重複１７名（視１名、聴２名、肢９名、病５名） 

＊約１１％の重複児童生徒が在籍 

 

（２）児童生徒数推移（平成２４年度～令和３年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

全　校 164 158 152 149 165 176 189 187 163 156
小学部 31 28 23 26 34 36 43 47 45 37
中学部 49 42 46 44 53 54 61 46 32 29
高等部 84 88 83 79 78 86 85 94 86 90
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（３）令和３年度市町村別児童生徒数（令和３年５月１日現在） 

市
町
村
名 

高
知
市 

南
国
市 

香
美
市 

香
南
市 

安
芸
市 

室
戸
市 

東
洋
町 

奈
半
利
町 

田
野
町 

安
田
町 

大
豊
町 

本
山
町 

土
佐
町 

北
川
村 

馬
路
村 

芸
西
村 

大
川
村 

児童

生徒

数 

46 35 20 37 6 2 0 0 0 0 0 2 2 1 1 4 0 

 

 

（４）令和３年度教職員数（令和３年５月１日現在） 

校  

長 

副
校
長 

教  

頭 

主
幹
教
諭 

教  

諭 

養
護
教
諭 

栄
養
教
諭 

実
習
助
手 

主
任
寄
宿
舎 

指
導
員 

寄
宿
舎
指
導
員 

事
務
長 

主  

幹 

主  

査 

主  

事 

期
限
付
講
師 

期
限
付
寄
宿
舎

指
導
員 

会
計
年
度
任
用

職
員 

計 

１ １ １ １ 85 １ １ ４ 1 20 １ １ １ １ ５ 2 22 149 

＊教諭８５名のうち、１名は高知大学教職大学院研修 

＊教諭８５名のうち、５名は期限付講師で代替 

＊寄宿舎指導員２０名のうち、２名は期限付寄宿舎指導員で代替 

＊会計年度任用職員 

（事務補助、用務補助、寄宿舎非常勤、就職アドバイザー、看護師、寄宿舎管理人、支援員） 

＊スクールカウンセラー１名、スクールソーシャルワーカー１名 

 

 

２ 学校経営 
（１）校訓 

         「明るく 正しく たくましく」 
 
 
（２）本校の社会的使命（＝目指す学校像） 

①高知県東部地域における唯一の特別支援学校として、知的障害のある児童生徒の 

生活自立と社会自立を目指す一貫した教育を行う。 

 

②障害のある児童生徒の健全な育成を目指し、地域、医療、保健、福祉、労働等の関係 

機関との地域及び関係機関との連携により特別支援教育をリードする。 

 

③特別支援学校のセンター的機能の充実を目指し、地域の特別支援教育の発展と充 

実に寄与する。 
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（３） 学校教育目標 
 

知  自ら学び、自らチャレンジ 
       
       徳  挨拶、返事、言葉遣い 
 
       体  心も体もたくましく 
                                       
 
 
（４） 各学部及び寄宿舎の目標及び児童生徒像 

 

小学部 

健康な体 健康な体づくりができる児童 

生活習慣 基本的生活習慣を身に付ける児童 

社会生活 友達や集団と関わり参加する力を身に付ける児童 

働 く 力 様々な事象に気付き意欲を高め、主体的に活動する児童 

中学部 

健康な体 健康の保持増進、体力の向上を図る生徒 

生活習慣 基本的生活習慣の確実に身に付ける生徒 

社会生活 生活体験や集団活動を通して、社会生活に必要な基礎的な力を身に付ける生徒 

働 く 力 主体的に人や物と関わる経験を積み、働くための基礎的な力を身に付ける生徒 

高等部 

健康な体 主体的に体力の増進及び健康を維持・管理する力を身につける生徒 

生活習慣 基本的生活習慣や豊かな社会性を身に付ける生徒 

社会生活 社会生活に主体的に関わるために必要な知識、技能、態度を身に付ける生徒 

働 く 力 働く意義を理解し、働く意欲のある生徒 

寄宿舎 

健康な体 健康や安全に留意し、病気の予防や危険を防止する力を身に付ける舎生 

生活習慣 基本的生活習慣を確立し、自立的に生活する力を身に付ける舎生 

社会生活 余暇活動を計画的に行い、生活を豊かにする力を身に付ける舎生 

働 く 力 集団生活を通して、好ましい人間関係を築く力や社会性を身に付ける舎生 

 

 

 

新たな時代に胸を張り主体的に生きる社会人の育成 
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（５）学校経営計画 

《重点取組項目》

基
本
行
動
の
確
立

文
化
・
芸
術
・

ス
ポ
ー

ツ
の
振
興

働
き
方
改
革

働
き
方
改
革
に
よ
る

ワ
ー

ク
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
学
校
づ
く
り

(1)「知識・技能」「思考力・判断力・
表現力」「主体的に学びに向かう
力」の確実な育成を図る。

(2)「主体的・対話的で深い学び」の
視点での授業改善

学
校
設
定
項
目

I
C
T
教
育
の
充
実

・集団学習及び遠隔授業による学
習保障の推進

・授業におけるタブレット端末の活
用事例の集約と共有

キ

ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

・感染症対策の徹底による文化・
スポーツ行事の推進

・児童生徒の文化・芸術的な取組
の積極的な発信

●新型コロナウイルスのため、多くの文化・スポー
ツ行事が中止、縮小されてきた。また、文化・芸術
に関する発表の場が少なくなってしまっている。

〇新型コロナの状況に配慮しつつ、文化祭や運動
会を実施できたか。

〇校外の発表の場や大会に積極的に参加できた
か。

・文化祭や運動会に関しては、できるだけ中止し
ないように、感染対策を徹底するとともに、内容を
工夫して実施する。

・文化・芸術に関する発表の場の情報収集を行
い、担当部署と情報を提供する。また、学校独自
の発表の場の設定を検討し、積極的に実施す
る。

・校外のスポーツ大会等の開催状況の情報を収
集し、担当部署と共有する。

・規範意識、思いやり、自立心の
涵養

●昨年度から特設の時間での道徳教育に取り組
み実践を積み重ねてきており、重大ないじめ等の
問題は昨年度は０件であった。家庭や学校生活等
における問題行動は12件であった。

〇重大ないじめ問題の件数０件。児童生徒の生活
等における問題行動を前年比５０％以下にする。

・知的障害特別支援学校における「特別の教科
道徳」及び道徳科の授業の充実を図るとともに、
学校全体で指導内容を整理する。

・各学部において道徳教育に関する公開授業を
実施する。

●現在、ICTの活用は限定的である。本年度から、
小中学部の児童生徒にはタブレット端末が配備さ
れるため、その効果的な活用について研究する必
要がある。

〇学校評価アンケートにおいて、児童生徒の学校
におけるICTの使用頻度、１日１回以上を８０％以
上とする。また、教員が担当した授業におけるICT
の使用頻度を週３日以上を１００％とする。

・分掌部としてICT教育部を置き、ICT活用の推進
を行う。

・タブレット端末の活用方法についての研修会を
実施する。

・ICT教育部において、不登校傾向の生徒等に対
する遠隔授業について検討し、可能な範囲で実
施する。

・タブレット端末を活用した実践事例等を共有フォ
ルダー内で共有できるようにする。

●「地域とつながる」単元の授業は、全校でほぼ実
施できているが、授業の内容の充実についてはま
だまだ課題が残っている。

〇学校評価アンケートの「地域とつながる単元の
授業内容の充実ができたか」の評価が「そう思う」
３３％→６０％以上、「少しそう思う」を入れた肯定
的評価が１００％とする。

・「地域」を重視した探究型学習を取り入れた学習
を年間計画に位置付けて、計画的に実施する。

・香美市のコラボ会議等で地域の情報収集を行
いながら、地域との連携につなげる。

●昨年度から各教科の内容を重視した授業実践を
行ってきており、学習指導要領の視点での授業改
善が進んできている。

〇各教科の内容を取り入れた学習指導案等を作
成し、評価と一体化た授業実践を行うことができた
かの学校評価アンケートでの肯定的評価を９０％
以上とする。

・教育課程表から生活単元学習を除き、新たに理
科、社会を取り入れるとともに、学習指導要領か
ら各教科の内容を取り入れた学習指導案等及び
単元計画表を作成し、評価と一体化した授業実
践を行う。

《
目
指
す
べ
き
姿

》

目
指
す
べ
き
姿
の
実
現
に

向
け
た
取
組
の
概
要

令和４年度までの中期目標

○柱Ⅰ　カリキュラムマネジメントによる授業改善からよりよい教育課程の編成
　　・「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学びに向かう力」の確実な育成
　　・「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善
○柱Ⅱ　基本行動の確立
　　・温もりのある学校文化の醸成と豊かな心の育成取組
　　・規範意識、思いやり、自立心の涵養
〇柱Ⅲ　文化・芸術・スポーツの振興
　　・感染症対策の徹底による文化・スポーツ行事の推進
　　・児童生徒の文化・芸術的な取組の積極的な発信
〇柱Ⅳ　ICT教育の充実
　　・リモートシステムの活用
　　・一人一台タブレット端末の活用
○柱Ⅴ　働き方改革による児童生徒に向き合う時間の確保
　　・校務支援システムの活用による校務の効率化
　　・学習支援員、ICT支援員（予定）等の人材活用による負担軽減

年度末評価　【C】 学校関係者評価 見直しのポイント　【A】

《取組の方向
性》

《6つの基本方針》
①チーム学校の推進
②厳しい環境にある子どもへの支援や子どもの多様性に応じた教育の充実
③デジタル社会に向けた教育の推進
④地域との連携・協働
⑤就学前教育の充実
⑥学び続ける環境づくりと安全・安心な教育基盤の確保
《6つの基本方針に関わる横断的な取組》
　①不登校への相応的な対応　②学校における働き方改革の推進

児
童
生
徒
像

〇健康で心も体も逞しい児童生徒
〇基本的生活習慣を身に付けた児童生徒
〇社会と積極的に関わる児童生徒
〇意欲をもち粘り強く活動する児童生徒

・校務支援システムの活用による
校務の効率化

・学習支援員、ICT支援員等の人
材活用による負担軽減（予定）

●これまで、各種会議や行事について精選を行っ
てきており、これ以上の精選は難しい。令和２年度
は、長時間勤務者（４５時間以上）の対象者が２名
あった。

〇長時間勤務（４５時間以上）の対象者を年間０人
にする

・校務支援システムの活用方法についての研修
を行う。

・繁忙期の年度末に放課後の機械警備の時間を
遅くしていたが、現状の繁忙期に合わせて見直し
を行う。
・支援員等の配置により、教員の空き時間を確保
し、授業準備や教材作成の時間を確保する。

専
門
性
の
向
上

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
授
業
改
善

か
ら
よ
り
良
い
教
育
課
程
の
編
成

（評価　A:目標を十分に達成　　B:ほぼ目標を達成　　C:やや不十分　　D:改善を要する）

項目

高知県立山田特別支援学校

《高知県の教
育の基本理

念》

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子どもたち
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人材

学
校
像

(1) 児童生徒が安全で安心して学べる学校
(2) 保護者に信頼され任される学校
(3) 地域に貢献し愛される学校
(4) 職員がやりがいと喜びをもてる学校

取組ねらい　【P】 現状と目標【評価指標】 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】
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教育の構想グランドデザイン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

日本一いい授業をする学校 
日本一挨拶ができる学校 
日本一あったかい学校 

 

 
 知  自ら学び、自らチャレンジ   

 
 徳  挨拶、返事、思いやり 
 
 体  心も体もたくましく  

学校教育目標 

新たな時代に胸を張り、主体
的に生きる社会人の育成 

＜めざす学校像＞ 
 

○児童生徒が安全で安心して学べる学校 

○保護者に信頼され任される学校 

○地域に貢献し愛される学校 

○教職員がやりがいと喜びをもてる学校 

＜めざす教職員像＞ 
 

○共に学び続けようとする教職員 

○授業を振り返り改善する教職員 

○児童生徒にやさしく丁寧に接し可能 

性を最大限伸長させる教職員 

○学校全体を考え改善に向けて努力す 

ることができる教職員 

＜めざす児童生徒像＞ 
 

○健康で心も体も逞しい児童生徒 

○基本的生活習慣を身に付けた児童生徒 

○社会と積極的に関わる児童生徒 

○意欲をもち粘り強く活動する児童生徒 

 
Ⅰ カリキュラムマネジメントによる授業改善からよりよい教育課程の編成 
○「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学びに向かう力」の確実な育成 

・各教科の内容を重視した授業実践と評価の一体化 

○「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善 

・「地域」を重視した探究型学習による主体的対話的で深い学びの実現 

Ⅱ 基本行動の確立 
○温もりのある学校文化の醸成と豊かな心の育成 

・清々しい挨拶の励行 

〇規範意識、思いやり、自立心の涵養  

・知的障害特別支援学校における「特別の教科道徳」の指導内容の確立 

Ⅲ 文化・芸術・スポーツの振興 

〇感染症対策の徹底による文化・スポーツ行事の推進 

〇児童生徒の文化・芸術的な取組の積極的な発信  

Ⅳ ＩＣＴ教育の充実 
〇リモートシステムの活用  

・集団学習及び遠隔授業による学習保障の推進 

〇一人一台タブレット端末の活用  

・授業における活用事例の集約と共有 

Ⅴ 働き方改革によるワークライフバランスのとれた学校づくり 
〇校務支援システムの活用による校務の効率化  

〇学習支援員、ＩＣＴ支援員等の人材活用による負担軽減 

スクールミッション Ｒ３～４ 

学校経営目標 
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教育の構想グランドデザイン 

学校教育目標 

めざす児童生徒像 

育成すべき資質・能力など 

 

成長の記録 2020山特改訂版と指導内容表を活用した 

実態把握及び目標設定 

学習指導要領に基づく３観点からの指導内容・手だての作成 

学習指導要領に基づく個別の指導計画の作成 

各教科指導内容表及び本校の探究の定義を活用した年間指導計画の作成 

個別の教育支援計画 

 

Plan 

単元（題材）指導計画の作成 

（各教科、合わせた指導、宿 

泊学習など） 

Action 

単元（題材）指導計

画の見直し・改善 

Check 

単元（題材）全体の児童生徒の学習状

況や学習活動内容、時数、手立てなど

の評価 

・授業評価シート 

・３観点による評価 

plan 

日々の授業計画の作成 

（３観点による目標設定、

個々の実態に即した学習内

容と集団活動の設定） 

do 

主体的・対

話的で深い

学びの授業

実践 

 

action 

次時に向けた 

授業の見直し・

改善 

check 

児童生徒の学習状況や学習

活動内容、手だてなどの評価 

・授業評価シート 

・３観点による評価 

PLAN 

本校のカリキュラム・マネジメントの考え方 
「よりよい授業を行うために、常に向上心を持ち実践と評価を繰り返し、教育活動及び校務全般を見直すこと」 

 

日々の単

元（題材）

授業実践 

Do 授
業
実
践 

サ
イ
ク
ル 

 

単
元
計
画
実
践 

サ
イ
ク
ル 

 

地域とつながる・社会に開かれた教育課程づくりの実現 
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